
66D

有効成分：塩基性硫酸銅28.1％（銅として3.7％）
毒性 ：普通物

●適用病害と使用方法＜さといものみ抜粋＞※２０２３年１１月時点

※２０２３年１０月に登録を取得しました

作物名 適用病害名 希釈倍数 使用液量 使用時期
本剤の
使用回数

使用方法
銅を含む農薬
の総使用回数

さといも 疫病 １００倍
１００～３００Ⅼ
／１０a ー ー 散布 ー

農林水産省登録
第 １ ８ ６ ４ ５ 号

殺菌剤分類 M01

ICボルドーでさといも疫病を
しっかり予防！！

●優れた残効性
●収穫前日数・散布回数の制限なし

●ICボルドーは希釈する前によくもみほぐしてください

凹凸のない平らな所で、ICボルドー袋の端を持ち、
袋の中心部にこぶしを押し込むようにしてよくもみほぐす。



●さといも疫病 委託試験成績

66D

●使用前にはラベルをよく読んでください。●ラベルの記載以外には使用しないでください。●本剤は小児の手の届くところには置かないでください。

TEL:088-855-9965 ,  HP:www.inoue-calcium.co.jp

7週 8週

ICボルドー66D 100倍を散布

生育期間中

●散布適期

降雨前に葉への感染を防ぐために散布する▶
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●注意事項

2022年鹿児島県の試験では葉が部分的に褐変するような薬害が見られま
したが、生育上問題はないとの見解をいただいています

試験場所：
発生状況：
定 植 日 ：
処 理 日 ：

処理方法：

調 査 日 ：

調査方法：

宮崎県総合農業試験場（2021年）
多発生（接種） 品種：石川早生
4月26日
6月23日、6月30日、7月15日、7月21日、7月27日、
8月4日、8月10日、8月19日の計８回
300ℓ/10a相当を散布。
各区とも展着剤（スカッシュ2,000倍）を加用した。
6月29日、7月15日、8月4日、
8月18日（試験区外で初発確認）、
8月26日（最終散布7日後）、9月3日（最終散布14日後）
各区10株について発病指数別に調査を実施。

試験場所：
発生状況：
定 植 日 ：
処 理 日 ：

処理方法：

調 査 日 ：

調査方法：

鹿児島県農業開発総合センター（2022年）
多発生（接種） 品種：石川早生
4月18日
6月22日、29日の計２回

300ℓ/10a相当を散布。
各区とも展着剤（スカッシュ2,000倍）を加用した。
6月22日（初回散布前）、6月29日（最終散布前）、
7月6日（最終散布7日後）、7月13日（最終散布14日後）、
7月20日（最終散布21日後）
各区11株の全葉について発病指数別に調査を実施。
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